
平成™š年˜—月™—日 木曜日 第œ��š号官 報
〇
文
化
庁
告
示
第
五
十
八
号

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
基
づ
き
、著
作
権
法（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
の

視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信
が
認

め
ら
れ
る
者
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
を
平
成
二
十
三
年

十
月
七
日
付
け
で
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
二
条
第
二
項

に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

文
化
庁
長
官

近
藤

誠
一

仙
台
市
（
た
だ
し
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
が
実

施
す
る
業
務
に
限
る
。）

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
二
号

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
二
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労

働
省
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
定
め
、平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働

省
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示

第
一

介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
三
号
及
び
老

人
福
祉
法
施
行
規
則
第
二
十
条
の
四
の
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二

百
六
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

第
二

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

に
関
す
る
基
準（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
５
の
ロ
の
注
１
中
「若

し
く
は
高
齢
者
の
居
住

の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
1
3年
国

土
交
通
省
令
第

1
1
5号
）
第
３
条
第
６
号
に
規
定
す
る

高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

」
を
削
る
。

第
三

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の

算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
５
の
ロ
の
注
１
中
「、
同
法
第
2
9条
第
１
項
に

規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
若
し
く
は
高
齢
者
の
居
住

の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
1
3年
国

土
交
通
省
令
第

1
1
5号
）
第
３
条
第
６
号
に
規
定
す
る

高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

」
を
「若

し
く
は
同
法
第
2
9条

第
１
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

」
に
改
め
る
。

第
四

医
療
費
適
正
化
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
方
針
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十

九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
１
の
二
の
３
の
]
の
}
中
「
、
高
齢
者
専
用
賃
貸

住
宅
」
を
削
る
。

第
五

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
保

険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額
の
算
定
等
に
関
す

る
省
令
附
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
施
設
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
号
を
削
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
五
十
五
号

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
二
号
）
第
二
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
十
四
年
六
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十

二
号
（
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利

率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

「
年
一
分
四
厘
」
を
「
年
一
分
三
厘
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
農
業
近
代
化

資
金
に
つ
い
て
の
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
二
条
第
三

項
第
四
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
五
十
六
号

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
二
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
四

年
六
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
三
号

（
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る

件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

「
零
」
を
「
一
厘
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
農
業
近
代
化

資
金
に
つ
い
て
の
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
三
条
第
四

項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
五
十
七
号

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第

六
十
五
号
）
附
則
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二

十
二
年
四
月
二
十
三
日
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
六
十
九

号
（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
附
則
第
十
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る
件
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

「
年
一
分
四
厘
」
を
「
年
一
分
三
厘
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
資
金
に
つ
い

て
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
附
則
第
十
一
項
の
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
五
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
新
城
市
七
郷
一
色

字
黒
沢
六
九
、
六
九
の
一
、
七
〇
、
七
〇
の
一
、
九

〇
、
九
一
、
九
一
の
一
、
一
〇
〇
の
四
、
一
〇
七
の

二
、
一
〇
七
の
三
、
一
〇
七
の
六
、
一
〇
八
、
一
〇

九
の
一
、
一
〇
九
の
五
、
一
一
〇
の
一
、
一
一
一
、

一
一
二
、
一
一
二
の
一
、
一
一
三
、
一
三
三
の
一
、

一
四
九
の
一
、
一
五
〇
、
一
五
〇
の
一
、
一
五
一
、

一
五
二
、
一
五
八
の
一
か
ら
一
五
八
の
三
ま
で
（
以

上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

字
上
松
二
二
の
一
、
二
九
、
三
〇
、
三
二
、
三
三
、

三
六
、
五
九
の
一
、
六
〇
か
ら
六
三
ま
で
、
字
上
貝

津
四
二
、
四
八
の
一
、
四
八
の
二
、
五
三
の
一
、
五

三
の
二
、
字
浅
川
三
四
の
一
、
七
二
の
二
か
ら
七
二

の
四
ま
で
、
七
四
の
三
、
九
二
、
一
一
一
、
一
一
六

か
ら
一
一
八
ま
で
、
一
二
二
か
ら
一
二
六
ま
で
、
一

二
八
か
ら
一
三
一
ま
で
、
一
三
三
の
二
、
一
三
三
の

四
、
字
大
木
谷
二
九
、
三
〇
の
一
、
三
〇
の
四
か
ら

三
〇
の
七
ま
で
、
三
一
の
一
、
五
一
・
五
四
（
以
上

二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
五

五
、
六
一
、
六
三
、
六
四
、布
里
字
小
吹
三
の
一（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
三
の
二
、
豊
田
市
羽

布
町
二
夕
瀬
一
の
二
、
一
の
一
一

_

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

字
大
木
谷
五
一
・
六
一
・
二
夕
瀬
一
の
二
・

一
の
一
一
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
^

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
新
城
市
中
島
字
不

貝
津
五
の
一
、
作
手
木
和
田
字
谷
山
八
の
七
の
一
、

字
カ
ナ
ク
ソ
一
の
二
四
、作
手
白
鳥
字
西
畑
八
の
六
、

九
の
三
、
九
の
四
、
九
の
六
、
九
の
七
、
一
〇
の
六

か
ら
一
〇
の
八
ま
で
、
八
の
四
・
八
の
五
・
八
の
一

二
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
豊
田
市
大
坪
町
砂
川
五
三
の
一
、五
四
の
一
、

五
五
、
五
六
の
一
か
ら
五
六
の
三
ま
で
、
五
七
、
五

八
、
五
九
の
一
、
五
九
の
二
、
六
一
、
六
二
、
六
三

の
一
か
ら
六
三
の
三
ま
で
、
六
四
か
ら
六
六
ま
で
、

六
七
番
六
九
番
合
併
、
六
八
、
七
〇
、
七
一
の
一
か

ら
七
一
の
五
ま
で
、
浅
谷
町
宮
ノ
前
四
一
四
の
一
、

下
万
場
三
三
一
の
二
、
ブ
サ
四
九
九
の
一
の
一
、
五

〇
一
、
五
一
六
の
二
、大
野
瀬
町
マ
セ
ド
一
七
の
一
、

川
手
町
ノ
マ
キ
一
一
の
一
八
か
ら
一
一
の
二
〇
ま

で
、
一
一
の
二
三
、
一
一
の
二
五
、
一
一
の
二
六
、

一
一
の
三
四
、
一
一
の
三
五
、
一
一
の
二
二
・
一
一

の
二
四
・
一
一
の
二
七
か
ら
一
一
の
二
九
ま
で
（
以

上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

タ
カ
ウ
セ
四
の
二
、
二
三
の
二
、
二
三
の
三
、
小
峯

町
大
峯
一
九
二
の
一
、
二
〇
〇
、
八
六
〇
、
八
六
一

の
一
、
八
六
一
の
二
、
八
六
二
の
一
、
石
野
町
上
谷

下
四
六
一
か
ら
四
六
四
ま
で
、
北
設
楽
郡
設
楽
町
津

具
字
切
畑
九
の
一
四
、
平
山
字
名
清
古
一
六
の
一
、

一
七
の
五
、
一
七
の
六
、
一
七
の
一
〇
、
荒
尾
字
向

野
々
瀬
二
一
の
四
、
田
内
字
中
津
沢
三
〇
か
ら
三
二

ま
で

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

字
西
畑
八
の
四
、
八
の
五
、
八
の
一
二
、
八

の
六
・
九
の
四
・
九
の
七
・
一
〇
の
六
か
ら
一

〇
の
八
ま
で
・
砂
川
六
七
番
六
九
番
合
併
・
七

〇
・
七
一
の
一
・
宮
ノ
前
四
一
四
の
一
・
下
万

場
三
三
一
の
二
・
ブ
サ
五
一
六
の
二
・
マ
セ
ド

一
七
の
一
・
ノ
マ
キ
一
一
の
二
〇
・
一
一
の
二

六
・
大
峯
一
九
二
の
一
・
二
〇
〇
・
八
六
〇
・

八
六
一
の
一
・
八
六
一
の
二
・
上
谷
下
四
六

二
・
四
六
三
・
字
切
畑
九
の
一
四
・
字
名
清
古

一
六
の
一
・
一
七
の
五
・
一
七
の
六
・
一
七
の

一
〇
・
字
向
野
々
瀬
二
一
の
四
・
字
中
津
沢
三

〇
・
三
二
（
以
上
三
〇
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）
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